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広島県高野町新市盆地に制プるForam，Sharp　Line

野　　村　　律　　夫＊

R1ts㎜o　N0MURA

Foram．Slharp　Line　from　the　Mid．d．1e

　Mioceme　of　the　Slhin，ich1bas1n，

　　　　Hiroshima　Prefect皿re

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　The　M1ddle　M1ocene　foramm1fera　from　the　Shm’1ch1Basm，northem　H1rosh1ma　Prefecture，are

b1ostrat1graph1ca11y　ana1yzed　m　order　to　corre1ate　w1th　the　benth1c　foramm1fera1zones　that　are

proposed　for　the　Bihoku　Group　by　the　writeL　Benthic　foraminifera　consist　of　mオn1y　ωな〃初α

∫肋μ7昭γ伽αin　upper　hodzon　and　agg1utinated　forms　in　the　uppermost　horizon．The　assemb1age

dom1nated　by　σ〃gθ〃〃α　∫〃助〃昭〃〃α　1s　corre1ated　w1th　the　ωzg舳伽　　s〃助〃θg〃舳　（s1）

Assemb1age－zone　and　the　hor1zon　that　conta1ns　agg1utmated　forms1s　co江e1ated　w1th　the　barren　zone

This　biostratigraphic　succession　clear1y　revea1s　the　presence　of　Foram．Sharp　Line．

　The　Foram　Sharp　Lme1s　recogn1zed　at　about645m　above　sea1eve1m　the　Shm’1ch1basm，wh1ch

le▽e1is　the　highest　in　the　Middle　Miocene　basins　of　South★est　Honshu．This　height　is　resu1ted　from

a　dis1ocation　by　the　thrusts　deve1oped　in　southem　side　of　the　Chugoku　backbone　range．

1．はじめに

　広島県北部の高野町新市には，中新統が分布してい

る．ここの中新統からはル〃α〃ゴα〃o冶〃oθ郷ク∫，

吻仰θ〃α等のモラスカ群集が報告されており，備北層

群下部の群集と対比されている（広島県，1964；多

井，1984）．しかしながら，新市盆地の上部層準からは

0〃1α舳肋加α〃∫〃αや〃〃伽o肋6〃α60舳閉舳ゴsといつ

た備北層群下部に限らない底生有孔虫種も報告されてい

る（広島県，1964）．

　筆者は，底生有孔虫による中国地方の中新統の対比を

試み，4化石帯を設定している（野村，1989；N0MURA，

MS）．この化石帯に基づいて，新市盆地における底生有

孔虫群集がいかなる化石帯に対比されるか検討した．そ

の結果，Foram．Sharp　Lineの存在が明かとなり，しか

も中国地方で最も高い位置に認められることとなった．

このことは，新市盆地が脊梁山地内の標高550～800mに

位置していることより，中国山地の発達史（たとえば，

小畑，1982）および中新世の中央低地帯（Centra1

bas1n）を中心として発達した閉鎖性海域の広がり（野

村，1989a）を復元するうえで重要な情報を提供するこ

とになる．

・教育学部地学研究室

2．地質概説と試料

　本地域の中新統は，石英斑岩，石英閃緑岩，そして黒

雲母花闇岩を基盤として，神野瀬川沿いとその南北の丘

陵地に分布する．下部は礫岩と砂岩よりなり，これより

10種のモラスカが報告されている（広島県，1964）．新市
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以南の上部層準は奥門田付近にあり，泥岩と砂岩の互層

よりなる．しかし，このような上部層の露出は極めて悪

く，また地すべりを伴っているため，地表踏査による正

確な層序の決定は極めて困難である．したがって，本報

告では，標高によってサンプルの層準を示すことにし

た．新市盆地の中新統は約65m～80mの層厚を有すもの

とみられるが（広島県，1864；多井，1984），奥門田付近

での層厚は前述のように決定できない．上部の砂岩・泥

岩互層中には炭質物が含まれ，タービダイト相を示す．

このような岩相は三次や庄原の備北層群上部層中に発達

する海底地すべり層（山崎ほか，1985）に類似してい

る．

　試料は奥門田の中組や西川の川床より採取した（第1

図）．全ての試料は乾燥重量の809を硫酸ナトリュムと

ナフサ法で処理したが，検討した12試料のうち，わずか

3試料に有孔虫化石を認めることができたにすぎない．

しかも，S　I－1を除き有孔虫の産出は極めて悪い．ま

た，有孔虫化石の保存は悪く，変形が著しいため同定さ

れた種数は限られている．

　　　　3　底生有孔虫群集とその意義

これら3試料の中で，S　I－1はω伽伽α∫〃幼㈹

一・苧

＼

鼻

第1図　試料の採取位置図．

　有孔虫化石を産出しなかっ

　た地点も示してある．国土

　地理院発行2万5千分の1
　の地形図「比婆新市」によ

　る．

g伽αによって占有（67％）され，いわゆるω伽伽α

群集を形成している．この他，G〃oク伽αo〃6〃〃ゐ，

γ；αZ舳伽θ肋閉α∫〃αえそしてG肋oM伽伽を伴って

いるが，それらの産出割合は少ない（＜5％）．S　I－2

は石灰質殻有孔虫を全く含まず，07伽o∫玄o肋o肋∫～

sp．，と〃θ6〃舳勿φクo〃6αによって占められている．S

I－3は肋伽∫肋o〃が産出しているにすぎず，二次的

な有孔虫殻の溶解も考えられるため，以下の議論では言

及しないことにする．

　本研究で得た群集組成は，3試料とも極めて単純であ

る点で共通している．しかし，S　I一ユとS　I－2の間で

認めらる群集変化は，石灰質殻群集から膠着質翠群集へ

と変わる層準としてのForam．Sharp　Lineに対応してい

る（第2図）．野村（1989a，b）およびN0MURA（MS）に

よると，備北層群におけるForam．Sharp　Lineは

ω伽伽α8昭〃〃o㈱ク8（S．1．）群集化石帯と無化石帯の

境界に認められている．新市盆地のω伽伽α群集は，

その種構成からみて，備北層群のω伽伽α群集化石帯

に対比可能である．一方，S　I－2でみる膠着質殻群集

は，備北層群における無化石帯が膠着質殻群集を多産し

ないことで異なっているようにみうけられるが，この試

料と近接した層準では化石を産しないため大局的にみる
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は三次盆地のそれより約420m高く，庄原盆地のそれよ

り約330m高い　このような局度差を生じせしめた要因

は，すでに多井（1975．1984）によって議論されているよ

うに，断層運動による変位として捉えると地質学的証拠

とも矛盾しないこと考えられる．脊梁山地の南に分布す

る北傾斜の衝上断層群は，中国山地の成長に伴って形成

されたと考えられ，上布野・二反田断層や山ノ内衝上で

最大200m～250mの変位が報告されている（今村ほカ），

1973a，b）これらの2断層は，新市盆地と三次盆地の間

に存在し，単純に見積っても両者で400m～450mの変位

があったことになる．この垂直変位量は，Foram．Sharp

Lineの現在の高度差からみても衝上断層群による影響

を支持している．しかし，両者の高度差は一ForamI

Sharp　Line形成期（浮遊性有孔虫化石帯のN9とN10の境

界）に隆起し始めた垂直変位によるものではなく，中新

統形成以降の運動によってもたらされたとみるべきであ

ろう．
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